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無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
に
つ

い
て

問　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
の
め
り

込
み
、
授
業
中
に
居
眠
り
を
し
た
り
、

成
績
が
下
が
っ
た
り
」
と
い
う
新
聞
報

道
が
あ
る
が
、
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存

に
対
す
る
本
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
就
学
前
の
子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
本

市
独
自
の
調
査
は
し
て
い
な
い
。
民
間

の
調
査
に
よ
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
ほ
と
ん
ど
毎
日
接
し
て
い
る
乳
幼
児

が
２
割
い
て
、
４
年
前
の
調
査
と
比
べ

て
２
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
外
遊
び
な

ど
の
他
の
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
大
き

な
変
化
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
就

学
後
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お
け
る
調

査
に
よ
る
と
、
１
日
当
た
り
２
時
間
以

上
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
す
る

と
答
え
た
本
市
の
小
学
６
年
生
は
16
・

５
％
、
中
学
３
年
生
は
45
・
９
％
と
な

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
数
字
も
全
国
平

均
よ
り
高
い
。
ネ
ッ
ト
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
保
護
者
が
充
分
に

理
解
し
て
、
家
庭
内
で
ル
ー
ル
を
作
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
。
就
学
前
の
乳
幼

児
健
診
か
ら
始
ま
る
一
貫
し
た
対
策
を

全
庁
的
に
実
行
し
た
い
。

意
見　
日
本
小
児
科
医
会
の
論
文
な
ど

に
よ
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
人

類
が
初
め
て
経
験
す
る
幼
児
か
ら
依
存

自
民
・
新
政　
　
　
相
原　
　
學

一　
栄
養
士
等
の
採
用
試
験
の
方
法
に

つ
い
て

問　
平
成
20
年
度
か
ら
採
用
試
験
に
お

け
る
年
齢
制
限
を
実
質
的
に
撤
廃
し
て

い
る
が
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
社
会
人
経
験
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
管
理
栄
養
士
な
ど
専
門
職
の
採

用
に
お
け
る
社
会
人
の
応
募
者
に
つ
い

て
は
、
有
資
格
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
一
般
教
養
試
験
を
重
視
す
る
の
で

は
な
く
、
人
物
重
視
の
採
用
方
法
に
す

自
民
・
新
政　
　
　
今
井　
　
実

一　
小
田
急
４
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
造

に
つ
い
て

問　
４
駅
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
生
か
し

た
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
に
は
、
駅
に

降
り
立
っ
た
と
き
に
期
待
感
を
持
た
せ

る
よ
う
な
仕
掛
け
や
周
辺
と
の
ス
ト
ー

リ
ー
性
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
で
は
、

商
店
街
が
そ
の
景
観
の
一
部
を
構
成
す

る
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
受
け
皿
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
と
作
り
上
げ
て

い
く
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問　
地
域
の
特
徴
を
生
か
す
た
め
、
４

駅
ご
と
に
担
当
者
を
配
置
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
平
成
31
年
度
予
算
で
秦
野
み
ら
い

づ
く
り
特
別
枠
を
創
設
し
、
予
算
を
確

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
、
市
民
が
自
覚
で
き
る
よ
う

対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
。

る
な
ど
試
験
内
容
の
見
直
し
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

二　
秦
野
Ｓ
Ａ
（
仮
称
）
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
を
活
か
し
た
周
辺
土
地
利
用
構
想
に

つ
い
て

問　
地
域
振
興
・
ふ
れ
あ
い
交
流
ゾ
ー

ン
の
整
備
計
画
の
進
ち
ょ
く
は
ど
う
か
。

答　
平
成
29
年
度
に
は
神
奈
川
県
と
連

携
し
、
地
権
者
な
ど
と
意
見
交
換
を
３

回
実
施
し
た
。
30
年
度
に
は
地
権
者
な

ど
を
対
象
に
新
た
な
土
地
利
用
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
実
施
し
た
。

三　
新
東
名
高
速
道
路
完
成
後
の
排
気

ガ
ス
対
策
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
開
通
後
は
１
日

に
約
５
万
台
の
車
両
が
行
き
交
う
と
さ

れ
て
い
る
が
、
通
過
車
両
の
排
気
ガ
ス

に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
の
条
例
に
基
づ
き
環
境
影
響
評

価
を
実
施
し
た
が
、
い
ず
れ
も
基
準
値

を
下
回
っ
て
お
り
、
大
気
に
与
え
る
影

響
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
周
辺
地
域
は
排
気
ガ
ス
が
停
滞

し
や
す
く
、
監
視
強
化
を
要
望
す
る
。

保
す
る
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い
創
造
担

当
を
設
置
し
、
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

二　
大
規
模
盛
土
造
成
地
等
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て

問　
大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
の
作

成
で
得
た
基
礎
デ
ー
タ
か
ら
、
危
険
と

判
断
さ
れ
る
造
成
地
が
造
成
宅
地
防
災

区
域
に
指
定
さ
れ
た
際
、
所
有
者
に
生

市
職
員
の
採
用
試
験
は人物

重
視
で

市
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る

小
田
急
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
造
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
こ
の
便
利
で

依
存
症
の
原
因
に
な
る
も
の

人物重視の採用を

地域の魅力を生かしたにぎわいの創出を

乳幼児からネット依存の対策を

じ
る
義
務
と
支
援
は
ど
う
か
。

答　
指
定
に
よ
り
擁よ

う
へ
き壁
の
設
置
な
ど
災

害
防
止
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
従
わ

な
い
場
合
は
勧
告
や
改
善
命
令
が
行
わ

れ
る
。
災
害
防
止
工
事
を
行
う
際
の
支

援
と
し
て
、
国
の
防
災
安
全
交
付
金
に

よ
り
最
大
３
分
の
１
の
補
助
が
あ
る
。

要
望　
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
指
定
に

は
、
少
な
く
と
も
３
年
と
い
う
長
い
事

業
期
間
が
見
込
ま
れ
る
が
、
危
険
を
あ

お
る
周
知
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
立

場
に
立
ち
、
連
携
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。

平
30
陳
情
第
11
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
代
制
労
働

の
改
善
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現

す
る
た
め
、
労
働
時
間
の
上
限
規
制
や

勤
務
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
な
ど
夜

勤
交
代
制
労
働
に
お
け
る
労
働
環
境
を

改
善
す
る
こ
と
、
医
師
・
看
護
師
・
医

療
技
術
職
・
介
護
職
員
を
増
員
す
る
こ

と
、
患
者
・
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
、
地
域
医
療
に
必
要
な
病
床
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
７
号　
安
全
・
安
心
の
医

平
30
陳
情
第
20
号　
横
田
ラ
プ
コ
ン
の

撤
廃
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

住
民
の
生
活
と
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
、
米
軍
が
管
制
権
を
握
る
横
田
ラ

プ
コ
ン
を
日
本
政
府
が
撤
廃
さ
せ
、
首

都
圏
の
上
空
の
主
権
を
取
り
戻
し
、
航

空
法
や
環
境
法
令
な
ど
の
国
内
法
を
適

用
す
る
よ
う
要
請
す
る
意
見
書
を
国
に

提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
横
田
ラ
プ
コ

ン
の
撤
廃
は
日
米
地
位
協
定
に
基
づ
く

安
全
保
障
上
の
問
題
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
現
実
的
で
な
い
が
、
羽
田

空
港
国
際
線
発
着
枠
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
日
米
間
で
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
に
伴
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
趣
旨
採
択
す
べ
き

で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

横
田
ラ
プ
コ
ン
の
撤
廃
に
関
す
る
陳
情
は

趣
旨
採
択
で
意
見
書
は
提
出
せ
ず

安
全
・
安
心
な
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め
に

平
30
陳
情
第
12
号　
介
護
労
働
者
の
労

働
環
境
改
善
及
び
処
遇
の
改
善
の
た
め

に
国
に
対
し
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

▼
願　
意

　

介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
・
離
職
防

止
対
策
や
安
全
・
安
心
な
介
護
体
制
の

確
立
の
た
め
、
全
て
の
介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
策
を
講
じ
、
賃
金
水
準
引
き

上
げ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
を
要
件
と
す
る
こ
と
、
ま

た
、
夜
間
の
人
員
配
置
要
件
を
改
善
し
、

１
人
夜
勤
を
解
消
す
る
こ
と
、
そ
の
た

め
に
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提

出
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
８
号　
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
の
介
護
を
実
現
す
る
た

め
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

実
質
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

人
材
確
保
・
離
職
防
止
の
た
め

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

私
学
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

国
と
神
奈
川
県
に
意
見
書
を
提
出

平
30
陳
情
第
14
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

平
30
陳
情
第
15
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
神
奈
川
県
に
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

全
て
の
子
ど
も
に
学
ぶ
権
利
を
保
障

す
る
た
め
、
私
立
学
校
に
通
う
生
徒
・

保
護
者
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど

私
学
助
成
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
国
と

県
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
各
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
９
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て議
提
議
案
第
10
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、
継
続

的
に
私
学
助
成
制
度
の
拡
充
に
努
め
る

よ
う
、
国
と
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
。

▼
各
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
） 介護現場の労働環境改善を

陳
情

意
見
書

・

陳
情
は

７
面
に
も
掲
載

（

）

療
・
介
護
実
現
の
た
め
医
師
・
看
護
師

等
の
大
幅
な
増
員
と
労
働
環
境
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
で
行
き
届
い
た
医
療
・

介
護
の
実
現
の
た
め
、
医
師
・
看
護
師

・
医
療
技
術
者
・
介
護
職
員
の
大
幅
増

員
に
つ
い
て
、
具
体
的
措
置
を
講
じ
る

よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）
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